
武蔵村山市立第十小学校 

令和７年度                  総合的な学習の時間 第３・４学年 指導計画 
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知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 
 地域のよさや地域に住む人々
の思いを理解することができ
る。 

 地域に昔からあるものを大切
に扱ったり、地域の人に挨拶
をしたりするなど適切に接す
る。 

 身近な環境に関する課題を設
定するとともに、解決に必要
な調査方法を明確にしなが
ら、フィールドワークの計画
を立てることができる。 

 人に聞いたり、図書室や ICT
を活用して調べたりして、必
要な情報を集めることができ
る。 

 集めた情報を比較し、観点ごとに分類し、表などを用いて整理す
ることができる。 

 他教科で培った表現力等を生かし、相手に伝わるようにまとめる
ことができる。 

 課題解決の中で、自分の考え
と異なる意見や考えがあるこ
とを知ろうとする。 

 身近な人と協力して、課題解
決のために探究活動を行おう
とする。 

 地域との関わりの中で、自分
にできることを見付けようと
する。 

 環境を守ろうとする人々の思
いや工夫を理解することがで
きる。 

 地域の自然環境を守るため
に、自分にできることを行う。 

 集めた情報を表やグラフ、思考ツール等を用いて分類・整理し、特
徴を見付けることができる。 

 他教科で培った表現力等を生かし、相手に応じて分かりやすく表
現することができる。 

 探究課題の中で、自分や友達
の意見や考え、それぞれによ
さがあることを知り、学び合
おうとする。 

 

単元名「守ろう！残堀川」 全 60時間（体験 20時間）  中学年合同実践 

小単元名「残堀川の自然とともに（３年）」「サステナブルな残堀川（４年）」（40 時間）  小単元「残堀川祭りを開こう」（20 時間） 

【つかむ】 

〇 町を知る学習や体験活動を通して、残堀川の動植物や水の様子、それらと関わる人々の営みについて、関心を高め、テーマの方向

付けがわかる。（３年） 

〇 町を知る学習や体験活動を通して、残堀川の環境を守るための活動の意義を考える。（４年） 

【追究する】 

〇 学年のテーマについて調べる計画を立て、実際に現地へ行き調査活動を行う。地域の専門家の人に話を聞く。 

〇 インターネット資料や図書資料などを活用して、調べ学習を行う。 

【まとめる】 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、ワークシートなどに分かりやすくまとめる。 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、発表を意識して情報をまとめる。 

【発信する・行動する】 

〇 まとめたことを合同の学年に発表・交流する。 

〇 まとめたことをもとに、地域・保護者などに向けて、自然を守っていくことの大切さを発信交流する計画を立てる。 

【つかむ】 
〇 残堀川の豊かな自然をこれからも持続可能にしていくために、
自分たちにできることは何かを考え、計画する。 

【追究する】 
〇 武蔵村山市に住む人々が、残堀川とどのように関わってきた
か、また今の自然環境がどのような課題を抱えているのか調べ
る。 

【まとめる】 
〇 武蔵村山市の自然を守る気持ちを高めるポスターを作る。 

〇 これまでに学んできたことをスライドや掲示物にまとめる。 
【発信する・行動する】 
〇 １年間残堀川の学習を通して学んだことをもとに、地域・保

護者などに向けて、自然を守っていくことの大切さを発信交

流する。（ポスターの掲示・イベントの開催など） 

３年生：「目に見える残堀川」自然環境・身近な生き物や植物 調査・探究 

４年生：「目に見えない残堀川」環境問題・環境保全 調査・探究 
発信・交流活動の計画・実施 

【ねらい】 
（３年）残堀川での体験的な調査活動を通して、自然

に親しみ、地域の環境を大切にしようとする心を育て
る。 
（４年）残堀川での体験的な調査活動を通して、地域
の自然の価値について考え、自分のテーマを探る。 
 

【ねらい】 
（３年）残堀川について調べたことや考えたことをまとめ、それぞ

れの学年で情報を交流し合い、自分の思考を広げることができる。 
（４年）残堀川について調べたことや考えたことをまとめ、それぞ
れの学年で情報を交流し合い、自然環境と私たちの生活との関わり
などについて考えることができる。 
 

【ねらい】 
残堀川の学習を通して習得したことをもとに、地域や自然に対して愛着を

深める。地域・保護者などに向けて、自然を守っていくことの大切さを発信
交流する。 

（習得⇔探究のサイクル） 


